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3．留学生センター教官研究糞O・留学生センター関違出版物（1998年4月～1999年3月〕

松岡　弘

蟹文

（1）リapan6鵬レo卵ag6Aquisilion　and　Loan胴I　lo蛇g制ion　ioto』apanese　Socic・ヅ，（Monik8Cig16一と共

　　著〕　〃”o灼凹加o〃Jo〃“o1ψ■r灼o〃＆加πoω，Vo1．39，No．1，57・59，T＾6Hi［o嶋ub洲hi　Aoad6my，

　　Hito㎏ubas11i　UIlivc耐i・y，1998，12

割告■

（1）『日本語教育の10年」r一橋大学留学生センター紀要』創刊号、1・15、一橘犬学留学

　　生センター、1998，7

（2）r序諭」r分析：日本語複合助詞・櫨合助動詞一誤用分析からみた穎義表現の檎造一」

　　r日本彊の櫨合助詞・複合助動詞の研究一誤用分析からみた蟹義表現の榊造一』平成9

　　－10年度科学研究費補助金（特別研究員奨励費）研究成果報告書（研究代表者：松岡

　　弘）、1－19．19993

教科■

　（1）『社会科学への道しるぺ（中級帽）』（渡辺雅男、五味政信、像田慮子、庵　功雄と

　　共同作成〕、一橘大学学術日本語シリーズ5、一橘大学留学生センター、1ggg．3

三枝令子

曽文

　（1）「文脈指示の「］」と『ソ」の使い分け」0一橋大学留学生センター紀要』創刊号、53．66、

　　一橘犬学留学生センター、1998．7

報告■

　（1）『日本彊能カ試験の概要1998年版（1997年度試験結果の分析）』（大坪一夫、村上隆

　　他6名と共著）、国際交流基金　日本国際教育協会，19993

教科■

　（1）0留学生のための法律用騎集』（橘本正博、青木人志と共幅）、一橘大学学術日本語

　　シリーズ3、一橘犬学留学生センター、1999．3

　（2）r判例で学ぷ日本の法律』（朽本正博、青木人志と共垣）、一橘大学学術日本寵シリ

　　ーズ4、一橘犬学留学生センター、19993

　（3）r（留学生のための日本語教科書〕経済学・商学の語彙と表現』｛今村和宏、西谷ま

　　りと共著）、一橋犬学経済学部、19993

五味　政何

籟告■

　（1）「衛星通信請座における会場助言者（ファシ1」テーター）の役割について」r文化

　　庁月報’No－354，13－14、文化庁、1998，3（97年度未掲載分〕

　（2）r衛星遍僑ディペートの教育効果」r衛星通信を活用した日本語敦育の推進』65．66、

　　文化庁文化部国緬潔、1999．3

　（3〕『留学生にポランティアとして日本配を教える」「留学生璽解のための基聰記座』

　　一橘犬学留学生センター教育研究シリーズ3，57－83、一橋大学留学生センター、i9993

口頭晃豪予幅竈

　（1〕r上級読解教材の開発」r日本語研究方法研究会誌』（松岡弘と共同執筆〕Vol．6No．1，

　　50＿51．19993

　（2〕『専門敦貝との連携一そのあり方を擁る一」「第14回犬阪大学留学生教育・支援協

　　謹会■第1回専門日本語教育研究尉笛会醐漬要旨集』大阪犬学留学生センター、1ggg3
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教科む

　（1〕『社会科学への道しるぺ（中級垣）』（松岡　弘、渡辺雅男、傍田廠子、庵　功雄と

　　共同作成）、一橘大学学術日本語シリーズ5、一橘大学留学生センター、199g．o

今村和宏

教科竈

　（1）0（留学生のための日本語教科替）経済学・商学の語婁と表現』（三伎令子、西谷ま

　　りと共著）、一橘大学経済学部、1999．3

8囲o子
団駅

　（1）r語用笥入門：話し手と聞き手の相互交渉が生み出す意味』（J㎝n6ジrl1om困，脈“加8加

　　肋屹m‘伽πん加航ω眈肋”ωρ刷8㎜o”ω．浅羽亮一・田中奥子・津留崎毅・成竈真理と共訳〕・

　　研究社出版，19985

噴文

　（1）叩・1it・㎜・，lh・卵・鮒・lyl・：・・iw・・1ig・li㎝inl・lh・・㏄・f㎞m柵｛m…d脾P1・’・・lOt・d・・

　　1owa㎞一h阯㏄’．未公刊Ph．D論文，酌cultyofHummili㏄，∪nive爬ityof㎞nd㎝，1gg8－6

教科■
　（1）［杜会科学への道しるぺ（中級垣〕』（松岡　弘、渡辺雅男、五味政信、庵　功雄と

　　共同作成）、一橘犬学学術日本鰭シリーズ5・一橘犬学留学生センター・1ggg・3

西谷まり

蛤文

　（1）「外国人児童の8本語習得段階と日本人児童との対人関係」『一橘犬学留学生セン

　　ター湿要』創刊号、67－82、一橘大学留学生センター、1998－7

　（2）『インターネットを利用した日本語読解支授システム」『一橘諭巌』120巻第3号、

　　go－110、一橘大学、1998．9

教科■

　（1）“留学生のための日本語教科書〕経済学・商学の語彙と表現』（今村和宏、三枝令

　　子と共著）、一橘犬学糧済学部、1999．3

唐　功雄

ヒ文

　（1）rことぱのしくみを考える」r一橘笛8’120巻第3号・1194・η一92・一橋大学・1gg8－4

　（2）『テキスト言語学の理詮的伜組みに関する一考祭」『一橘犬学留学生センター紀要』

　　創刊号、33－52，一橘犬学留学生センター、1998．7

　（3）r名詞句における助詞の有黒と名詞句のステータスの相関に関する一考察」r言爾

　　文化』35，21－32、一橘犬学語学研究室。1998．12

　（4〕rア系統指示詞の用法に関する一考察」r現代1ヨ本語研究』6，100－114、犬阪大学、lggg3

靱告■

　（1〕rことぱのし＜みを考える一、一橘大学留学生センター教育研究シリーズ2・一橘

　　大学留学生センター、1999．3

教科■

　（1）r杜会科学への道しるぺ（中級垣）』（松岡　弘・渡辺雅男、五味政信、魯田庸子と

　　共同作成〕、一橘大学学術日本語シリーズ5、一橘大学留学生センター、1gg93
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楡国雅弘

菌文

　ω『犬学生の国際交流意識とその酌成過程～異文化間教育の視点から見た学生国際交

　　流サークルの実践活動～」江淵一公贋著『トランスカルチュラリズムの研究（江淵一

　　公教授退官記念論文集）』、405刈7、明石書店、一998．11

　（2）「留学生と日本人学生の異文化間教育」『現代のエスプリ　特集＝多文化時代のカウ

　　ンセリング』3η、井上孝代帽、109一一18、至文堂，1998．12

報告■

　（1〕「留学生相談の10年」『一橘大学留学生センター紀要』創刊号、17－31、一橘大学留

　　学生センター、1998．7

　（2）r第2章危櫨的状況への対応：入院」r第3章危機に対応するスタッフとチーム」

　　0留学生をめぐる危俊的状況にどう対応するか』、1994年度JAFSA調査・研究助成プ
　　0グラム報告書（研究代表者花見慣子〕、　15－23，　69－75．1998．12

　（3）r地域とよい協カ関係を結ぷために～大学が地域と交流することの意味を間うこと

　　から～」『留学交流』第11巻2号、2－5、ぎょうせい、1999．2

　（4〕r留学生受け入れの現状と意義」、6転換点に立つ留学交流～鰭後関の遵携をめざし

　　て～』A冊A創立30周隼記念　第17回夏期研究集会報告書』、30－38、』A困A（外国人留

　　学生間題研究会）、1999．3

　（5）r世界・日本・一橘大学の留学生」r留学生理解のための基礎酌座』一橘犬学留学

　　生センター教育研究シリーズ3，1・18、一橘犬学留学生センター、19gg．3

　（6）r異文化間教育学における留学生教育交流研究」（白土悟、有川友子と共著）r異文

　　化間教育の体系化に関する基礎的研究』、平成8，9，10年度文部省科学研究費補助金

　　（基盤研究A〕最終報告書（研究代表者　平成8隼度　江淵一公、平成9・10年度
　　吉谷武志）、83－122．1999，3

　（7〕「留学生と地域社会」、『ジョイン』31、仏47、文教犬学、1999．4

水野治久

曽文

　（1）r人種的偏見」　園分康孝他帽　r学校担任のための育てるカウンセリング全集第2

　　巻　サイコエジュケーション』、123－127、図書文化、1998．10．

詞告

　（1）r留学生のカウンセリング」r留学生理解のための基礎請座』一橘犬学留学生セン

　　ター教育研究シリーズ3，19－37、一橘犬学留学生センター、1999．3．

口頭轟豪予藺臼

　（1）rアジア系留学生の授助に対する意誠と被擾助志向性に関する研究」（石隈利紀と

　　共著）「日本カウンセリング学会第32回大会発表諭文隻』263，264，1ggg．γ

　（2）『アジア系留学生のソーシャルサポートと適応．被授助志向性の関連」（石隈利紀

　　と共箸）6日本教育心理学会第41回犬会発表論文集』533，199g．8．

国中　宏（1996年4月以降）
著■

　（1）r贋国からの告発一強制遵行の企桑責任2一』（山田昭次と共垣）創史杜、1996．6

　（2〕『来日外国人人権白書』（江橘崇と共帽）、明石書店、199γ11

自文

　（1ジW吋isκia眺m3皿di㎎Pos－wr　Com岬蘭1ion　mw？■，舳o舳’㎜〃Joor㎜1ψ肋c〃α〃‘o，Vo128

　　No．1，1－14，Tho　Hito値ubasI1i　A㎝dcmy，Hi－oにub困hi∪nive帽ily，1996．7
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　（2〕r地方公務貝の国箇要件撒虎の現段階」rヒューマンライツ』96年12月号、仙49、

　　部落解放研究所、1996．12

　（3〕『私たちに戦争責任はないか一戦争責任・戦後責任Q＆A」『私たちの戦争責任』、

　　5一一96、システムファイプ、1996．12

　（4）「戦後補償の内外格差にこだわりたい（問題提起、酎笛）」武者小路公秀垣6日本

　　外交の潔雷と選択』、241－263、大阪経済法科大学出版部、1996．12

　（5）「自由主義史国が出てきた背景一それは現代の転向か？」6月刊オルタ』97年3月

　　号、5－8、アジア太平洋資料センター、19973

　（6〕r外国人の構利一統く差別と新しい局面一」浦部他帽rドキュメントr日本国憲法」』、

　　9－86、日本評論社、19985

　（7）r国立犬はいつまで外国人学校に門を閉ざすのか」r世界』98年6月号、46－52、岩
　　波毛書店，　1998．6

　（8〕『グローパル化と日本杜会の多民族・多文化化の行方」6教育』98年10月号、6－15、

　　国土杜、1998．10

事典事項執筆

　（1）r戦争責任と戦後補償一戦後50年国会決譜の周辺一」r百科年握96』20－21、平凡

　　社、199“

報告o
　（1）「贋に住む外国人との共生環境」【実践国際交流』83－87、（財〕犬阪国際交流センタ

　　ー、1997．9

　（2）r留学生の保証人制度の経緯とあるぺき姿を考える（対談）」r留学交流』1o巻1号、

　　6－13、ぎようせい、1998．1

　｛3）r私を変えたアジア人留学生との出会い」r留学生理解のための基礎諮座』一橘犬

　　学留学生センター教育研究シリーズ3，39－56、一橘犬学留学生センター、199g－3
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留学生センター教官業償・留学生センター関遵出版物

留学生センター関連出版物

1．「一橘大学留学生センター紀要』創刊号、一橋大学留学生センター、1998．7

2．三技令子、橘本正博、青末人志垣『留学生のための法律用諮集』一橋大学学術日本語

　　シリーズ3、’橋大学留学生センター、1999，3

3．三枝令子・橋本正博、青木人志蟹r判例で学ぷ日本の法律』一橋大学学術日本語シリ

　　ーズ4、一橘犬学留学生センター、1999．3

4．三枝令子、今村和宏、西谷まりr（留学生のための日本語教科書）経済学・商学の語
　　彙と表現』、一播大学経済学部、1999．3

5・渡辺雅男・五味政信・鵠田厨子、庵　功雄r杜会科学の道しるぺ（中級帽）』、一橘

　　犬学学術日本謂シリーズ5、一橋大学留学生センター、1999．3

6．庵　功雄rことぱのしくみを考える』、一橘大学留学生センター教育研究シリーズ2、

　　一橋大学留学生センター、19993

7。横田雅弘、水野治久、田中　宏、五味政信6留学生理解のための基礎諫座』、一橋大

　　学留学生センター教育研究シリーズ3、一橘犬学留学生センター、199g・3
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『一橋大学留学生センタ 紀要』正誤表（第2号）

確諒　55頁が重複している

誤82頁鶴田庸子
正82頁鶴田庸子

論文　「Umvers1旬ofLonaon」

論文　　「Umvers1ty　ofLuton」

執筆者各位にご迷惑をお掛けしましたこと、深くお詫ぴし、訂正いたします。

　　　　　　　　　　　　　（『一橋大学留学生センター紀要』編集委員会）




